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表紙の絵
密度勾配のあるプラズマ中に、超高強度レーザーが侵入していく様子を２次元流体粒子（Particle-in-cell）コードで模擬したもの。遮断密度
（点線のところ）で枝別れ（フィラメンテーション）しながらも、先端部は、１０ミクロンほど高密度領域まで侵入する。レーザービームの両
側には、レーザーの光圧（ポンデラモーティブ力）で綺麗にイオンが掃き寄せ（snowplow）られる（共著者千徳靖彦の計算）。（p.３８４ 研究
論文「球対称爆縮ターゲットのペタワットレーザー高速加熱」北川米喜 他）
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